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各種女性特有の疾患に対する薬膳の効能・効果の
評価ならびにウコンを用いた薬膳からの主成分の確認
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Study　 about The　  The　ore　tical Estimation of　 The　 Positive　 Ef　f　e　cts of　 He　rbal
 Dishe　s f　or Wome　ns’　 Dise　ase　s , and The　 Me　asure　me　nt of　 The　 Main
Compone　nts （Curcumin）　 f　rom He　rbal Dishe　s using　 Curcuma　Longa.
Takashi Ohnishi,　Mariko Hennmi,　Rikako inoue，Takako Takazawa，
Koichi Hayashi,　Masate　ru　hatada，Hitoshi yamazaki
 and Mamoru noguchi
　We　 inve　stig　ate　d the　 positive　 e　ffe　cts of　 Chine　se　 he　rbal dishe　s cooke　d with raw me　dical 
plants and othe　r f　ood mate　rials. To e　stimate　 the　 positive　 e　ffe　cts of　 he　rbal dishe　s f　or 
wome　ns’ dise　ase　s , we　 applie　d a the　ore　tical basis which use　d the　 the　ory　 of　 old Chine　se　 
me　dicine　 base　d on the　 ne　w me　thods e　stablishe　d by　 Dr. Watanabe　 with radar chart 
（=radar g　raph;RG）patte　rns. The　 re　sults obtaine　d we　re　 as f　ollows：
（1）　 This me　thods applie　d to the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 me　dicine　s （Kampo）　 we　re　 
e　ffe　ctive　 f　or many　 wome　ns’ dise　ase　s such as ane　mia，constipation and so on.
（2）　  We　 compare　d the　 RG patte　rns f　or the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 me　dicine　s 
（Kampo）　 which have　 be　e　n pre　scribe　d f　or the　 same　 dise　ase　.
（3）　  We　 can clarif　y　 that if　 both RG patte　rns f　or the　 he　rbal dishe　s and the　 Chine　se　 
me　dicine　s （Kampo）　 have　 similar patte　rns , both of　 the　m showe　d same　 me　dical e　ffe　cts 
f　or the　 human . 
（4）　  It is conclude　d that RG patte　rns may　 be　 use　d to asse　ss the　 biolog　ical activitie　s of　 the　 
he　rbal dishe　s in comparison with Kampo pre　scriptions．
（5）　  From the　se　 re　sults , we　 are　 convince　d that this ne　w me　thods is suf　f　icie　ntly　 
applicable　 f　or the　 e　valuation of　 he　rbal dishe　s f　or wome　ns’ dise　ase　s .
（6）　  We　 atte　mpt the　 analy　tical de　te　rmination of　 Curcumin by　 the　 me　thods use　d HPLC to 
e　stimate　 the　 positive　 e　ffe　ct f　rom he　rbal dishe　s which is cooke　d with Curcuma　　Longa .
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治療のため、臨床的に用いられている 4）。
　また漢方医学とは、古代中国で生まれ、
経験の積み重ねにより体系化され、日本に
伝来し独自の発展をとげて現代まで受け継
がれてきた伝統医学の一つである。この漢
方医学に使用される漢方（処方）が漢方薬
で、天然物である生薬を原則として二種類
以上組み合わせた薬である 5）。
　近年の日本の経済状況から、医療に経費
をかけすぎるとの批判があり、より有効に
治療できないかとの考え方がでてきてい
る。先にも述べたように医食同源という言
葉があるが、薬膳を作製することで疾病の
予防、改善を日常の食事摂取の中で行うこ
とができ、漢方薬を使用した場合と同じよ
うな効果が得ることができないかというこ
とを調べることにした。
　今回我々は、女性特有にみられる症状を
改善することが期待できると思われる薬膳
に関する研究を行った。まず、貧血、月経
痛、冷え症、便秘といった 4 つの疾患に着
目し、これらに効果があると考えられる薬
膳（食事献立）を作製することにした。
　また、作製した献立に対して野口ら 6）〜9）
の手法に準じ、東洋医学的観点から漢方薬
の効能効果を評価することができるレー
ダーグラフ（以下、RG と略す）を作成し、
薬膳と既存の漢方薬の薬効を比較し、漢方
薬と同じような効能効果が薬膳としても期
待できるかを検討した。
Ⅰ . 目　的
1．薬膳の効能効果に関する研究
　昔から「医食同源」、「薬食同源」という
言葉がよくいわれている 1）。中国では、病
気を治すことよりも、病気を未然に防ぐこ
とが大切であると考え、食の予防医学を実
践してきた。これは、食と薬を同じ源と考
え、日常の食事で病気を予防しようとする、
食養生の考え方である 2）。そして、同様に
「薬膳」も今やごく普通の言葉になってき
た。薬膳は、中国食文化の一部分であり、
長い間、中国の人々の健康維持の増進に重
要な役割を果たしてきたと考えられる。
　薬膳に使われる食品は、一般に食事療法
で使われている食品と、現在中国衛生部が
「食療中薬（食事療法に役立つ食物の総称）」
と認めているものの 2 種類がある 3）。中国
食養生というと、「生薬（薬草の根や茎、
葉などの有用部分を乾燥させたものや動物
由来のもの、鉱物など）の入った食事」＝「薬
膳」と考えられているが、薬膳とは、必ず
しも生薬が入っていなければならないもの
ではなく、「薬と同じようにからだによい
効果を与える食事」を指すといえる。つま
り体のバランスを調整するために、中医学
や中薬学の理論に基づいて食材を配合しな
がら、料理としては味や色、香り、形がき
ちんと配慮されているもの、そしておいし
い食事であること、それが薬膳である。中
国では薬膳は、実際の病院において患者の
（7）　  From the　 analy　sis of　 he　rbal dishe　s f　or  wome　ns’ dise　ase　s，we　 can de　te　rminate　d 
Curcumin in “ Daizu no dry　 curry　 “ .
（8）　  We　 conclude　d the　 positive　 e　ffe　cts of　 Chine　se　 he　rbal dishe　s  f　or wome　ns’ dise　ase　s by　 
the　 analy　sis of　 Curcumin..
Ke　y　 words :  He　rbal Dishe　s，Wome　ns’ Dise　ase　，Positive　 Ef　f　e　ct，Main Compone　nt of　 
Curcuma　　Longa
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での実例からそれぞれの五味五性によって
分けられている 6）。五味とは酸・苦・甘・辛・
鹹のことであり、中医学でいう、肝・心・脾・
肺・腎の五臓と親密な関係にある。五味そ
れぞれにはたらきがあり、体調に応じて体
内のバランスを整える働きがあるとされて
いる。
　例えば辛剤は気、鹹剤は水か脾胃、酸剤
は血、専ら食用にするものは脾胃剤である
など東洋医学的な分類法としてはすでに定
められており、現在のところ（図 1）に示
すような五味調和が用いられている。
2．高速液体クロマトグラフによる測定法
　今回、薬膳（大豆のドライカレー）の材
料として使用したウコンに含まれる活性成
分のクルクミン量を、HPLC を用いること
により測定し、その薬効について検証を加
えた。HPLC を用いた測定手法および測定
条件は次頁のとおりである。
2． 大豆のドライカレーからのウコン主成分の確認 10）
　今回薬膳に使用したウコン（ターメリッ
ク）の主成分であるクルクミンは、カレー
などの料理に用いられており、着色剤とし
ても使用されている。
　漢方薬では、利胆、芳香性健胃、消炎、
止血、通経薬として肝臓炎、胆道炎、胆石
症、吐血、血尿、閉経通、胸脇部や腹部の
痛みの治療に用いる。
　そこで今回、ウコン（ターメリック）を
使用した薬膳中にクルクミンが検出される
かどうかを、高速液体クロマトグラフ（以
下、HPLC と略す）を用いることによって
分析し、その薬効について検証した。
Ⅱ . 方　法
1． 薬膳の作製法とレーダーグラフの作成法 6）〜9）
　2011 年 4 月に本学調理室にて、薬膳料
理の調理を実施した。後日、そのメニュー
に対する RG を作成し、これを用いて調理
した薬膳と既存の漢方薬の効能効果を比
較・検証した。
　RG の作成法は以下のとおりである。生
薬や薬膳材料を気、血、水、脾胃剤にわけ、
食品や薬材全体の中に含まれる気剤、血剤、
水剤、脾胃剤の割合を百分率で算出し、そ
れぞれの軸上にプロットする。また、元と
なる漢薬や食品の五味五性よりそれぞれの
食品あるいは薬材の薬性および寒熱比を読
みとり、絶対値の和を算出し、その値を百
分率で示す 6）。
　食品、薬材のすべてに辛温、甘平、苦寒
というように二連式でその薬味薬性が付け
られている。これを用いて漢方処方や薬膳料
理全体としての寒熱を計算するために、渡
邊らにより数値化されたデータを使用した。
　また、この方法を用いる場合の一番基本
になる、それぞれの食品が気、血、水、脾
胃剤のどのグループに属するのかといった
点については、渡邊らの掲示されたこれま 図 1　五味調和
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（4）クルクミンの HPLC 分析条件
　分析機種：日立製作所　Ｌ－2350 型
　カ ラ ム： Ine　rrtsil　ODS－3 カラム
　　　　　　（φ 4.6mm × 15cm）
　移 動 相：水－アセトニトリル－酢酸
　　　　　　（55：45：1）
　流　　量：1.0ml/min
　カラム温度：40℃
　検 出 器：VIS（425nm）
　注 入 量：5μl
Ⅲ．献　立 11）〜 21）
1．献立
〈貧血〉
　【主食】うなぎといり卵の混ぜ寿司
　【副菜】ほうれん草のお浸し
　【汁物】牛肉の薬膳スープ
　【デザート】 ドライマンゴーと干しぶどう
の蒸しケーキ
〈冷え性〉
　【主食】大豆のドライカレー
　【副菜】ゆばと水菜の煮物
　【汁物】かぶとえのきだけのスープ
　【デザート】白玉のなつめあん
〈月経痛〉
　【主食】小茴香ご飯
　【主菜】海老の三色炒め
　【副菜】小松菜のゆず味噌和え
　【汁物】杜仲ワンタンスープ
　【デザート】ごまだんご
〈便秘〉
　【主食】さつまいもの玄米ご飯
　【主菜】れんこんのはさみ揚げ
　【副菜】ブロッコリーのおかか和え
　【汁物】まいたけのお吸い物
（1） 市販カレー粉中のクルクミン含量測定
方法
（2） 薬膳（大豆のドライカレー）含量測定
方法
（3） 市販ドリンク剤中のクルクミン含量測
定方法
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ほうれん草のお浸しは、桂枝加竜骨牡蛎湯
と近い形を示した。桂枝加竜骨牡蛎湯の適
応症として、疲労感、精神不安、神経過敏、
陰萎、盗汗、手足の冷え、易疲労感、夜尿
症、失禁などがあげられる。
2．用いた生薬
　今回の薬膳に用いた生薬の写真を下に示す
（写真 1）。
Ⅳ．結果及び考察
1． 薬膳と漢方薬のレーダーチャートにお
ける比較・検証 11）〜 21）
〈貧血〉
　貧血の予防・改善効果があるとされる漢
方薬は、四物湯、六君子湯、帰脾湯、当帰
芍薬散等であり、今回作成した薬膳の RG
と漢方薬の RG を比較・検証した。
　うなぎといり卵の混ぜ寿司の RG は当帰
芍薬散の RG と比べ、全体的に見ると近い
形を示した。
　当帰芍薬散の適応症としては、貧血、月
経異常、易疲労感、手足の冷え、頭痛、め
まい、肩こり、動悸などがあげられる。
　牛肉の薬膳スープは、桂枝湯と近い形を
示した。桂枝湯の適応症として、体が衰え
写真 1　今回使用した生薬
左上段から、陳皮、小茴香、杜仲、肉蓯蓉、淫羊藿、
下段左から当帰、生姜、鬱金、大棗、松の実
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邪の初期症状、微熱、悪寒が衰えたときの
風邪の初期症状、微熱、悪寒などの症状の
予防・改善効果があることが推測された。
〈冷え性〉
　冷え性の予防・改善効果があるとされる
漢方薬は、桂枝人参湯、小建中湯、桂枝湯、
桂枝茯苓丸等であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　大豆のドライカレーの RG は、特に温剤
の方向に伸び、桂枝人参湯、小建中湯、桂
枝湯と近い形を示した。
　桂枝人参湯の適応症として、心窩部膨満
感、疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、頭痛、
冷え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心窩部停
滞感などがあげられる。
　小建中湯の適応症としては、疲れ目、神
経過敏、めまい、疲労しやすい、腹痛、動悸、
食欲不振、冷え症、頻尿などがあげられる。
　桂枝湯は適応症として、体が衰えたときの
風邪の初期症状、冷え性などがあげられる。
たときの風邪の初期症状、微熱、悪寒が衰
えたときの風邪の初期症状、微熱、悪寒な
どがあげられる。
　ドライマンゴーと干しぶどうのケーキ
は、脾胃剤の方向に伸びているが、漢方薬
と該当する RG は見られなかった。
　この結果、うなぎといり卵の混ぜ寿司の
RG は全体的に見ると当帰芍薬散の RG と近
似していた。しかし、血剤と温剤の方向に
RG が伸びていないため、他の食材と組み
合わせることでより近い形になるよう、献
立を検討していく必要があると考えられる。
　また、ほうれん草のお浸しの RG は桂枝
加竜骨牡蛎の RG と近似しており、疲労感、
精神不安、神経過敏、陰萎、盗汗、手足の
冷え、易疲労感、夜尿症、失禁などの症状
の予防・改善効果があることが推測された。
　牛肉の薬膳スープの RG は、桂枝湯の
RG と近似しており、体が衰えたときの風
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　白玉のなつめあんの RG は、特に脾胃剤
の方向に伸びているが、漢方薬と該当する
RG は見られなかった。
　この結果、大豆のドライカレーの RG は
桂枝人参湯、小建中湯、桂枝湯の RG と近
似しており、冷え症の予防・改善効果があ
ることが推測された。
　また、かぶとえのきたけのスープの RG
は桂枝加芍薬湯 RG と近似しており、冷え
症の予防・改善効果は見られなかったが、
腹痛、下痢、便秘、過敏性大腸症候群など
の予防・改善効果があることが推測された。
〈月経痛〉
　月経痛の予防・改善効果があるとされる
漢方薬は四物湯、温経湯、半夏厚朴湯、当
帰芍薬散等であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　小茴香ご飯の RG は、月経痛の予防・改
善効果があるとされる漢方薬との一致は見
られなかった。しかし、温剤、気剤の方向
に特に伸びており、桂枝人参湯と近い形を
示した。桂枝人参湯の適応症として、心窩
部膨満感、疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、
頭痛、冷え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心
窩部停滞感などがあげられる。
　湯葉と水菜の煮物の RG は、特に温剤と
脾胃剤の方向に伸びているが、漢方薬と該
当する RG は見られなかった。
　かぶとえのきだけのスープは、特に温剤の
方向に伸び、桂枝加芍薬湯と近い形を示した。
桂枝加芍薬湯の適応症として、腹痛、下痢、
便秘、過敏性大腸症候群などがあげられる。
大豆のドライカレー
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　海老の三色炒めの RG は月経痛の予防・
改善効果があるとされる漢方薬との一致は
見られなかった。しかし、脾胃剤、温剤の
方向に特に伸びており、黄耆建中湯と近い
形を示した。黄耆建中湯の適応症状として、
虚弱体質、寝汗、動悸、息切れなどがあげ
られる。
　小松菜とくるみのゆず味噌和えのRGは、
血剤、温剤、寒剤、水剤、脾胃剤の方向に
バランスよく伸び、当帰芍薬散と近い形を
示した。当帰芍薬散の適応症としては、貧
血、月経異常、易疲労感、手足の冷え、頭痛、
めまい、肩こり、動悸などがあげられる。
　杜仲ワンタンスープの RG は月経痛の予
防・改善効果があるとされる漢方薬との一
致は見られなかった。しかし、温剤の方向
に特に伸びており、小建中湯と近い形を示
海老の三色炒め
黄耆建中湯
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RG と近似しており、疲労倦怠感、冷え症、
食欲不振、寝汗、腹痛、特に小児の下痢、
便秘、動悸、また、虚弱児に用いられるこ
とが多いとされるのぼせ、口渇、頻尿など
の疾患の予防・改善効果があることが推測
された。
〈便秘〉
　便秘の予防・改善効果があるとされる漢
方薬は、桂枝加芍薬湯、加味逍遙散、四逆
散、小建中湯であり、今回作成した薬膳の
RG と漢方薬の RG を比較・検証した。
　さつまいもの玄米ご飯の RG は、特に温
剤と脾胃剤の方向に伸び、桂枝加芍薬湯と
近い形を示した。桂枝加芍薬湯の適応症と
して、腹痛、下痢、便秘、過敏性大腸症候
群などがあげられる。
した。小建中湯の適応症状として、疲労倦
怠感、冷え症、食欲不振、寝汗、腹痛、特
に小児の下痢、便秘、動悸、また、虚弱児
に用いられることが多いとされるのぼせ、
口渇、頻尿などがあげられる。
　この結果、小茴香ご飯の RG は桂枝人参
湯の RG と近似しており、心窩部膨満感、
疲労感、胃腸虚弱、下痢、動悸、頭痛、冷
え症、悪心、嘔吐、食欲不振、心窩部停滞
感などの疾患の予防・改善効果があること
が推測された。
　海老の三色炒めの RG は黄耆建中湯の
RG と近似しており、虚弱体質、寝汗、動悸、
息切れなどの疾患の予防・改善効果がある
ことが推測された。
　小松菜とくるみのゆず味噌和えの RG は
当帰芍薬散の RG と近似しており、月経痛
の予防・改善効果があることが推測された。
　杜仲ワンタンスープの RG は小建中湯の
　れんこんのはさみ揚げの RG は、特に温
剤の方向に伸び、小建中湯と近い形を示し
た。小建中湯の適応症として、便秘、手足
杜仲ワンタンスープ
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の冷え、疲労倦怠、神経質などがあげられ
る。
　ブロッコリーのおかか和えの RG は、便
秘の予防・改善効果があるとされる漢方薬
との RG の一致はみられなかったが、特に
水剤と脾胃剤の方向に伸び、麦門冬湯と近
い形を示した。
　麦門冬湯の適応症として、咽喉炎、気管
支炎、肺炎などがあげられる。
　まいたけのお吸い物の RG と該当する漢
方薬の RG は見られなかった。
　この結果、さつまいもの玄米ご飯、れん
こんのはさみ揚げの RG はそれぞれ桂枝加
芍薬湯、小建中湯の RG と近似しており、
便秘の予防・改善効果があることが推測さ
れた。
　また、ブロッコリーのおかか和えの RG
は麦門冬湯の RG と近似しており、呼吸器
系の疾患の予防・改善効果があることが推
測された。
2．大豆のドライカレーからのウコン主成
分の分析
1）高速液体クロマトグラフの写真
　クルクミンの分析に用いた高速液体クロ
マトグラフ写真を以下に示す（写真 2）。
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写真 2　高速液体クロマトグラフ
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3） 市販カレー粉及び薬膳（大豆のドライ
カレー）中のクルクミン含有量
（1）市販カレー粉中のクルクミン含有量
　　 　Ⅱ，2．の項に記載の測定法に従い、
HPLC を使用し、市販カレー粉中のクル
クミン含量を測定した。その結果、1g　
中に 4.66mg　 含まれることを確認した。
（2） 薬膳（大豆のドライカレー）中のクル
クミン含有量の計算
　　 　市販ドライカレー粉を使用した薬膳
（大豆のドライカレー）中のクルクミ
ン含量を HPLC を使用し測定すると、
クルクミンは「大豆のドライカレー」
100g　 中から 10.01mg　 検出された。
（3） 「大豆のドライカレー」から検出した
ウコン主成分であるクルクミン含量に
関する考察
　　 　今回メニュー作成時に使用した市販
2） 高速液体クロマトグラフを使用したウ
コン主成分の分析結果
　クルクミンの今回の測定条件における結
果は図 2 にみられるように良好な直線を示
した。
　また、クルクミンの標準品、市販カレー
粉から検出したクルクミン、薬膳（大豆のド
ライカレー）、及び参考に分析を行った市販
ドリンク剤中のクルクミンから検出したク
ルクミンのクロマトグラムを図3〜6に示す。
図 2　クルクミン検量線
図 3　クルクミン標準品のHPLCクロマトグラム
図 5　薬膳（大豆のドライカレー）から検出された
クルクミンのHPLCクロマトグラム
図 6　市販ドリンク剤から検出されたクルクミン
のHPLCクロマトグラム
図 4　市販カレー粉から検出されたクルク
ミンのHPLCクロマトグラム
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ドライカレー粉はⅢ．2 にも示したよ
うに 29.2g　 である。このことと、（1）
から得られた市販ドライカレーの含量
を用いて、今回薬膳として使用した大
豆のドライカレー中のクルクミンの
移行割合を求めると、下記のように
95.4% であることが明らかとなった。
　　 【（10.01mg　÷100g　）×1297g　】×100÷
（4.66mg　×29.2g　）＝95.41％
　　 　今回の HPLC による測定結果によ
れば、ウコンを主成分とする市販カ
レー粉を用いた薬膳 （ 大豆のドライカ
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
うなぎといり
卵の混ぜ寿司
524 18.3 12.8 79.2 811 255
ほうれん草の
お浸し
34 4.5 0.4 4.7 373 483
牛肉の薬膳
スープ
175 11.2 11.4 1.8 368 217
ドライマンゴー
と干しぶどうの
蒸しケーキ
152 3.9 2.8 28.4 131 164
合計 885 37.9 27.4 114.1 1683 1119
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
8.2 1.4 531 0.31 0.47 3 0.8 2.1
381 1.3 176 0.13 0.16 18 1.4 0.8
9 1.5 0 0.05 0.12 1 0.1 1
60 0.4 26 0.06 0.1 2 0.9 0.4
458.2 4.6 733 0.55 0.85 24 3.2 4.3
レー）から、主成分のクルクミンが検
出されたことから、RG で実証された
代謝活性に対する薬効や、主成分の測
定結果からも裏付けられたものと考え
られる。
3．薬膳のエネルギー等の栄養成分表示
　各薬膳のエネルギー値等を参考までに表
1 〜 4 に示す 20）。
 　また、メニューの写真を写真 3 〜 6 に示
す。
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
うなぎといり
卵の混ぜ寿司
524 18.3 12.8 79.2 811 255
ほうれん草の
お浸し
34 4.5 0.4 4.7 373 483
牛肉の薬膳
スープ
175 11.2 11.4 1.8 368 217
ドライマンゴー
と干しぶどうの
蒸しケーキ
152 3.9 2.8 28.4 131 164
合計 885 37.9 27.4 114.1 1683 1119
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
8.2 1.4 531 0.31 0.47 3 0.8 2.1
381 1.3 176 0.13 0.16 18 1.4 0.8
9 1.5 0 0.05 0.12 1 0.1 1
60 0.4 26 0.06 0.1 2 0.9 0.4
458.2 4.6 733 0.55 0.85 24 3.2 4.3
表 1〈貧血〉
写真 3　貧血の薬膳料理 写真 4　冷え症の薬膳料理
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
大豆の
ドライカレー
613 24.4 19.4 81.8 352 553
ゆばと
水菜の煮物
20 1.9 0.2 3.1 487 294
かぶとえのき
だけのスープ
42 2.5 0.3 9.5 916 479
白玉の
なつめあん
139 2 0.9 32 95 115
合計 814 30.8 20.8 126.4 1850 1441
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
130 5.3 4 0.18 0.46 9 9.1 0.9
109 1.2 55 0.05 0.09 28 1.5 1.2
78 1.2 62 0.09 0.11 32 2 2.3
13 0.6 0 0.03 0.03 1 1.4 0.2
330 8.3 121 0.35 0.39 70 14 4.6
表 2〈冷え症〉
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
大豆の
ドライカレー
613 24.4 19.4 81.8 352 553
ゆばと
水菜の煮物
20 1.9 0.2 3.1 487 294
かぶとえのき
だけのスープ
42 2.5 0.3 9.5 916 479
白玉の
なつめあん
139 2 0.9 32 95 115
合計 814 30.8 20.8 126.4 1850 1441
料理名
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
130 5.3 4 0.18 0.46 9 9.1 0.9
109 1.2 55 0.05 0.09 28 1.5 1.2
78 1.2 62 0.09 0.11 32 2 2.3
13 0.6 0 0.03 0.03 1 1.4 0.2
330 8.3 121 0.35 0.39 70 14 4.6
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kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
海老の
三色炒め
193 27.3 6.2 4.9 426 614
小松菜の
ゆず味噌和え
38 1.6 2.3 3.5 104 284
杜仲ワンタン
スープ
199 12.4 3.6 28.2 207 214
ごまだんご 301 5.2 13.5 38.4 2 36
合計 1033 51 26.1 141.8 741 1200
5266.8 2
料理名
小茴香ご飯 302 4.5 0.5
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
108 2.1 188 0.07 0.25 12 1.4 1
92 1.6 131 0.06 0.08 24 1.6 0.2
55 0.9 12 0.09 0.12 1 2.1 0.5
68 1.5 47 0.06 0.03 0 0.2 0
328 6.3 378 0.32 0.5 37 5.8 1.7
00.500.020.0400.25
表 3〈月経痛〉
写真 5　月経痛の薬膳料理 写真 6　便秘の薬膳料理
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
47 4.4 1568 0.47 0.4 29 5.6 3.8
33 0.5 447 0.07 0.04 23 2 1.1
19 0.5 405 0.07 0.1 60 2.2 0.2
8 0.1 14 0.03 0.06 0 0.5 1.4
107 5.5 2434 0.64 0.6 112 10.3 6.5
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
さつまいもの
玄米ご飯
497 26.2 6.1 80.8 1519 815
れんこんの
はさみ揚げ
172 1.2 11.2 16.4 398 267
ブロッコリー
のおかか和え
19 2.5 0.3 2.7 69 187
まいたけの
お吸い物
8 0.7 0.1 1.3 528 122
合計 688 30.6 17.7 101.2 2514 1391
料理名
表 4〈便秘〉
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
海老の
三色炒め
193 27.3 6.2 4.9 426 614
小松菜の
ゆず味噌和え
38 1.6 2.3 3.5 104 284
杜仲ワンタン
スープ
199 12.4 3.6 28.2 207 214
ごまだんご 301 5.2 13.5 38.4 2 36
合計 1033 51 26.1 141.8 741 1200
5266.8 2
料理名
小茴香ご飯 302 4.5 0.5
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
108 2.1 188 0.07 0.25 12 1.4 1
92 1.6 131 0.06 0.08 24 1.6 0.2
55 0.9 12 0.09 0.12 1 2.1 0.5
68 1.5 47 0.06 0.03 0 0.2 0
328 6.3 378 0.32 0.5 37 5.8 1.7
00.500.020.0400.25
mg mg μg mg mg mg g g
カルシウム 鉄
レチノール
当量
ビタミンB₁ ビタミンB₂ ビタミンC 食物繊維 食塩
47 4.4 1568 0.47 0.4 29 5.6 3.8
33 0.5 447 0.07 0.04 23 2 1.1
19 0.5 405 0.07 0.1 60 2.2 0.2
8 0.1 14 0.03 0.06 0 0.5 1.4
107 5.5 2434 0.64 0.6 112 10.3 6.5
kcal g g g mg mg
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム カリウム
さつまいもの
玄米ご飯
497 26.2 6.1 80.8 1519 815
れんこんの
はさみ揚げ
172 1.2 11.2 16.4 398 267
ブロッコリー
のおかか和え
19 2.5 0.3 2.7 69 187
まいたけの
お吸い物
8 0.7 0.1 1.3 528 122
合計 688 30.6 17.7 101.2 2514 1391
料理名
4．栄養成分結果から見た疾病との関係
　表 1 〜 4 に今回作成した薬膳メニューの
栄養分析結果を示した。栄養成分と疾病予
防（発症）の関係に関しては、多数の成書
に記されている 11）〜 21）。
　例えば、月経痛の場合には血行をよくす
るといわれるビタミン B6 や E、鉄分や亜
鉛などのミネラル類、DHA や EPA 等の
脂肪酸、その他数多くの栄養成分が係わっ
ているとされているし、便秘の場合だと食
物繊維、美肌の場合は月経痛のときと同様、
血行をよくする B 群を中心としたビタミ
ン類が有効だとされている。
　しかし、今回の場合の成分結果では、上
記のような明らかな傾向を見ることは出来
なかった。これは、従来の西洋医学的観点
から見た栄養学の知見と、今回の東洋学的
な観点から見た薬効の評価がまったく異な
る理論から成り立っているからだと思われ
る。しかし、食品本来の持つ薬効は、現実
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る効能・効果の評価および HPLC を用い
た主成分分析は、漢方薬ほど医薬品的要素
は強くないものの、薬膳料理の日常的な摂
取により疾病の発生を予防しようとする
時、東洋医学と西洋医学の両観点から、そ
の妥当性さらには科学的根拠を与えるもの
であると考えている。
　特に今回の場合、RG から検討した結果
（東洋医学的観点）では、4 疾患すべてに
おいて作製した薬膳の RG は漢方薬の RG
と近似する結果が得られた。また、冷え性
の予防を目的として作成したウコンを用
いた薬膳から、HPLC を用いた化学分析に
よってその有効成分（クルクミンジ）が確
認されたことから、薬膳の効能・効果を西
洋医学の観点から実証していくことが可能
であると思われ、そのためには、今後さら
に各種の薬膳からの有効成分の分析を試み
ていく必要があると思われた。
Ⅴ　結　論
　今回、我々は女性の体を守り、女性特有
の悩みを改善することが期待できる 4 種の
疾患（貧血、冷え性、月経痛、便秘、）に
有効と思われる薬膳の効能効果に対する検
討を行った。
　これらの疾患の予防・改善について、そ
の効果・効能を東洋医学的観点から評価す
ることができるレーダーチャート（以下
RGと略す）を作成し、漢方薬と同様の効能・
効果が薬膳としても期待できるかを調べる
こととした。
　その結果、すべての疾患において、その
予防・改善効果があるとされる漢方薬の
RGに近似するものを認めることができた。
　また、ウコンを用いて作成した薬膳から、
HPLC を用いた化学分析によってその有効
成分であるクルクミンを確認することが可
能であった。
的には存在するものであるから、この点に
おける学問の発展が今後必要になってくる
と思われる。
5.　東洋医学と西洋医学の両観点から見た
薬膳の効能効果の検討
　日本の医学は明治時代に入ってから、オ
ランダから取り入れられた西洋医学により
近代的な医療へと発展してきた。西洋医学
の治療法は、検査により病気の原因を探り、
その原因を取り除いて病気を治療しようと
するものである。これに対して、東洋医学
では原因を取り除くことよりも、人間の体
にもともと備わっている恒常性・バランス
や自然治癒力・免疫力を重視し、その回復
を図る事（体質改善）により病気を治そう
とするものである 22）〜 26）。
　近年、西洋医学の手法を駆使しても原因
がつかめない肩こり、頭痛、腰痛さらには
女性特有の不定愁訴と呼ばれる慢性疾患が
増えてきているといわれている。
　そうした場合、原因究明のための検査は
近代医療の方法（CT スキャン、MRI、超
音波診断装置等）を使用しても、治療は漢
方をはじめとする東洋医学を利用する、い
わゆる東洋医学と西洋医学の総合診療を実
施する医療機関が増えてきている 22）〜 26）。
　漢方薬は数種類の生薬を組み合わせた医
薬品であり、患者の体質、症状、病気の進行
状況を把握した上で「証」に基づき投与され
るもので、西洋医学で用いられるいわゆる
医薬品（化学合成物質）に比べ、即効性と
いう面では劣るものの、副作用、誤用、薬
害等の面で安全であるとされている 22）〜 26）。
　ただ、残念ながら現在のところまだ漢方
薬の効能についての科学的根拠（EBM）は、
すべて解明されているわけではない。薬膳
に関しても、その解明はほとんどなされて
ない 22）〜 26）。
　今回検討を行った薬膳に対する RG によ
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